
テレビ東京ホールディングスは、XR、AI、メタバース、NFT、Web3など
日進月歩で進化を遂げるテクノロジーをはじめ、放送業界を取り巻く環境の激変に

柔軟かつ迅速に対応するための投資戦略を行っています。
今後4年半の期間をかけ、グループの業務系、営業／放送系のシステムを刷新する

DX（デジタル・トランスフォーメーション）を推進。
また、Tech（テクノロジー）でコンテンツ価値を最大化する専門チーム

「Tech Lab（テックラボ）」を創設しました。
旧来の放送局像から脱し、「テックカンパニー」としてグループに

新たな企業価値を生むためのカギとなるTech＆ＤＸについてリポートします。

技術は進化し続ける。
新たな映像表現から
業務効率化まで
テレ東テック宣言！

皆様におかれましては、平素よりテレビ東京グループに対して格別のご理解
とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　2022年度上半期は、コロナ禍から徐々に経済活動や人の動きが戻り始め一
部の業種で景況感が上向きましたが、資源価格の高騰や年初来続く円安など
経済の不安要因も続いています。
　しかしこうした状況の中で当社グループの22年度上半期の連結売上高は実
質的に過去最高に、連結営業利益、経常利益、純利益も歴代最高となりました。
　当社グループでは５年前から放送事業だけに頼らない収益構造改革を進め
てまいりました。22年度から３カ年の中期経営計画では「配信・アニメ」を成
長のエンジンとして放送事業との相乗効果を発揮する「トライブリッド」戦略を掲
げておりますが、これが功を奏した形です。なかでもアニメにつきましては海外
での売上が好調で、特に米国、中国以外のアジア、欧州で売上を伸ばしました。
　配当につきましては、前年と同じく一株につき15円とさせていただくことをご
報告いたします。
　さらなる成長を目指し、当社グループは新たに200億円の成長投資枠を作り
ました。現在の中期経営計画の最終年度である24年度末までに４つの成長分
野への投資を実施する計画です。
　一つ目はアニメ、配信の国内外の事業拡大です。11月にベトナムの映像配
信サービス会社への出資を発表いたしました。また「Web3」「NFT」「VR」「メ
タバース」など新しい技術の研究開発・活用にも取り組みます。既にシンガポー
ルのNFTゲームプラットフォーム運営会社への出資を発表しました。テレビ東
京に新たな技術の知見をためることも目指しています。このほか、コンテンツ制
作力をより一層強化するための投資も進めてまいります。さらに電子商取引
（EC）事業の拡大も目指し、ゴルフ関連商品を扱うEC企業へのM&Aを発表
しております。
　人的投資も今後の重要な課題です。キャリア採用や社内のリスキリングなど
の研修を拡充し、特色ある強いコンテンツ集団としてのブランド力強化を図りま
す。
　当社グループは収益構造の改革を一段と進め、企業価値の向上に一層努め
て参りたいと思います。
　引き続き変わらぬご理解とご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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最先端テクノロジーがもたらす
テレ東イノベーション
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「テクノロジーでイノベーションを起こ
す」を掲げ、今年４月に発足した技術
チーム「Tech Lab（テックラボ）」。ラ
ボ長としてチームを指揮する齋藤一に
現状と今後の展望を聞きました。

技術だけでなく若い力を活用し 
人的イノベーションも目指す

AI、ロボット、バーチャルリアリ
ティ、メタバースなど、さまざまな技
術が急速な進歩を遂げています。テ
レビ東京もその流れに遅れることな
く変革しなければいけないという考
えのもと、テックラボは“先端テクノ
ロジーを使ってグループのコンテン

テックラボのメンバーとしてコンテン
ツ制作への技術支援やオープンラボ
会議の活動サポートを行っている丸
山真平と西村光平、オープンラボ会
議メンバーの松本理奈に、技術を活
かした最新事例やテレビ東京の未来
像について語ってもらいました。

世界的に流行している 
最新技術を番組に活用

丸山　テックラボがかかわった番組
制作の事例としては、「テレ東音楽
祭」（❷）や選挙特番「池上彰の参院
選ライブ」（❸）などでのXRによる演
出と新たな視聴体験への挑戦が挙げ
られます。一口にXRといっても、仮
想現実のVR、拡張現実のAR、複合
現実のMRなどいろいろありますが、
それらを複合して使うのが世界的に
も流行しており、テックラボとして
もどういうシステムが必要なのか検

ツの価値を最大化する技術チーム”
として発足しました。

テレビ東京は、これまでも昨年の
「民間放送70周年記念全国大会」の
式典オープニングで空手女子形の清
水希容選手の演武をXR演出（写真❹）
するなど、常に新しい技術を採り入
れたコンテンツ制作に注力してきま
した。以前から技術スタッフが個別
に番組制作スタッフの相談を受ける
ことが多々ありましたが、テックラ
ボが発足したことによって、技術に
関する窓口が明確となり、より多く
の社員に対して、先端技術に関する
疑問の解消や活用のためのノウハウ
など技術的サポートをスムーズに行
えるようになりました。

その一方で、テックラボでは技術を
使って新しいことに挑戦したいという
意欲を持った若手社員を集め、新たな
アイデアを実現させるオープンラボ会
議も立ち上げました。グループ全社
のさまざまな部門から集まった、意思
ある約40名のメンバーからなるこの
会議では、AI、XR、メタバース、NFT

／ブロックチェーンの4つのチームに
分かれて、それぞれにテックラボのス
タッフがチームリーダーに就き、メン
バーの発案したアイデアを具現化する

証する意味でも取り組みたいと考え
ました。XRはセットをCGで作れる
ため、ロケに行かなくてもリアルに
再現ができるため、省力化やSDGs

につながるとして世界でも注目され
ていますが、仮想バーチャルと現実
世界が融合した映像表現は「面白い」
と多くの反響をいただきました。
西村　ボリュメトリックという技術
もトレンドで、スポーツとの相性が
よいため、9月30日から開催された

「世界卓球」のPR動画（❶）でこの
技術を取り入れました。通常の映像

取り組みを行っています。「失敗して
もいいから、とりあえずやってみよう」
という社風も相まって、運営は活気に
あふれ、新たな時代に向かって社を発
展的に継続させていくための人的イノ
ベーションへの手応えも感じています。
“技術を使うのは人。会社を作るのも
人。” この先、若い力によって面白いこ
とが生まれると確信しています。

11月には外部ベンチャーとのコラ
ボ企画もスタートさせました。今後
も豊かな発想を持った方々とともに、
番組や配信コンテンツ、イベントな
ど、すべての事業にテクノロジーを
掛け合わせ、新しいこと、面白いこと
に果敢にチャレンジし、視聴者、テ
レ東ファンのみなさんへ新しい体験
を提供していきたいと考えています。

はカメラが撮ったアングルし
か見られませんが、この技術
は人の動きをデータ化するこ
とで、撮影している空間を丸
ごと3次元CG化でき、カメラ
が配置されていない場所のア
ングルからも撮影したかのよ
うな映像が作れるのです。伊
藤美誠選手や早田ひな選手た
ちも「革新的！」と目を輝かせて喜
んでくれました。
松本　私はオープンラボ会議のXR

チームで、生身の人物の映像に対し
て、アニメのように電気が体内にビ
リビリ流れる、周りに桜吹雪が散る
といったCGを簡単に合成する取り
組みをしています。新たな技術をい
ろいろ学べて楽しいのですが、一か
ら勉強しなければいけないことも多
くて、時間が足りないのが悩みです。

社員の発想を技術でサポートし 
テレ東の明るい未来を築きたい

丸山　テクノロジーの進化によっ
てできることが格段と増えて、日々

XR、AI、メタバース
全配信時代に対応し
進化を続けるテレ東のテクノロジー

CLICK
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最先端テクノロジーがもたらすテレ東イノベーションTech&DXTech&DX

Tech
PART 1

「世界卓球2022」×ボリュメトリック映像　❶
空間全体を3次元データ化。選手の動きを現実では
ありえないアングルで映像化

「テレ東音楽祭2022夏」×ＸＲ　❷
最先端ＸＲを駆使して、巨大なバーチャルフェ
ス会場が出現しました

「池上彰の参院選ライブ」×ＸＲ　❸
7月の選挙特番で、政治家が会談する日本料
理店の個室を再現
権利関係により動画掲載は終了しました

Works by Tech L ab

Works by Tech L ab

Works by Tech L ab

テレビ東京グループをテクノロジーの側面から支えるテレビ東京HD技術IT統括局のテックラボの
メンバー

Tech�Lab
齋藤一ラボ長
I N T E R V I E W

丸山真平
NFT担当

西村光平
AI担当

田中圭介 大崎雅典近藤剛史
XR担当

佐藤誠二
メタバース担当

齋藤一
テックラボ長

齋藤一
テレビ東京ホールディングス
技術IT統括局　テックラボ長
テレビ東京
技術局　制作技術センター長

松本�理奈
テレビ東京　
技術推進部
兼放送技術センター

のついた写真❶～❺は、画像をクリックすると、動画サイトで実際の動画がご覧いただけます。

Tech�Lab
チームスタッフ座談会

7人のエンジニアが集結　技術専門チームTech�Lab
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https://youtu.be/03NTp8JG8rY
https://youtu.be/ZK3_zdCmdyM


進化を続ける映像表現

ハイパー講談、ここに誕生！

アップデートされ
るわけですから、

キャッチアップしていくのは大変で
す。しかし、やった分だけコンテン
ツのクオリティーが上がる確率は高
く、今後のテレビ東京のあり方を考
えても、新しい技術を活かした新た
なスタイルに変わっていくことが必
要です。そのためにもテックラボが
技術を牽引して、テレビ東京の明る
い未来に寄与できたらと思います。

西村　その点ではマインド的に「面
白いことをやりたい」という社員が
多いこと、部署の垣根を越えて意見
を交換し、一つのものを一緒に創り
上げようとする風土が社内にあるの
は大きいです。放送局を取り巻く環
境が激変し、10年後にはテレビ以
外の事業が主軸になっている可能性
すらあります。それでもテレビ東京
は、発想とチャレンジ精神を武器に、
それを我々エンジニアが技術的に支
えることで、一致団結して可能性を
広げていけるのではないかと、テッ
クラボの活動を通して感じています。
丸山　テックラボでは、配信やイベ
ントなど放送とは直接関係ないこと

にも最新技術を使った施策
をどんどん実現できていま
すからね。
西村　AIによる顔認証は精
度と通信速度が上がったこ
とで、顔写真を1枚登録し
ておけば、瞬時に画面に名
前のスーパーを出すことが
可能になり、現在、その技
術をスポーツの競技中継に
活かすことを考えています。ほかに
もまだまだ技術的に挑戦したいこと
がありますので、今後も社内コミュ
ニケーションを深めて、みんなでい
ろいろなものを創り上げていきたい
と思っています。

この秋、メタバース空間の「池袋ミ
ラーワールド」で、初の「世界卓球」
のイベントを試みました。イベントを企
画・推進した齋藤真智子、ミラーワー
ルドを運営する太田佳彦に話を聞き
ました。

スポーツとの相性は抜群！ 
メタバース空間で世界卓球を応援

テレビ東京では2005年から「世
界卓球」を中継していますが、今年
9 ～ 10月に開催された「世界卓球
2022」では、スポーツ中継を新し
い角度から楽しんでいただくため
にスポーツ局がテックラボ、コミュ
ニティ事業部とタッグを組んで、メ

タバ ー ス 空 間
の「池袋ミラー
ワールド」で初
のバーチャルイ
ベントを実現し
ました（❺）。
「池 袋 ミ ラ ー
ワールド」内の

「日本代表応援
ルーム」にアク

セスすると、自分のアバターにメタ
バース版日本代表ユニフォームを着せ
ることができ、選手に応援メッセージ
を送れたり、卓球グッズの購入ができ
る空間を企画しました。なかでも強み
を活かせたのは、伊藤美誠選手や早田
ひな選手、張本智和選手の年表設置で
す。これまで取材を積み重ねてきた豊
富なビデオライブラリーから、年表の
出来事に合わせた当時の映像を視聴
できるようにしました。バーチャル空
間ならではの展示物、そしてリアルと
はまた違った一体感を味わえるのがメ
タバースの魅力。スポーツと相性がい
いサービスであり、その可能性を今回、
実感しましたので、今後もさまざまな
場面で企画を考えていきたいと思って
います。（齋藤）

テレ東らしい、テレ東だけの 
メタバース空間を目指す

「池袋ミラーワールド」は、2021年
3月にスタートしたメタバースを活
用した新サービスです。開発のきっ
かけは、2020年3月に池袋にネオエ
ンタメ複合施設「Mixalive TOKYO」
をオープンさせたことでした。コロ
ナ禍により当初想定していた有観
客イベントを開催することが難しく、
それならばバーチャル空間を作れば
いいという着想からプロジェクトが
発足。池袋を拠点とする企業と協力

し、駅周辺に実在する施設
や街並みを再現。スマホや
PC、VRデバイス一つで全
国どこからでもイベントに
参加可能で、買い物もでき
るなど、さまざまな趣向が
楽しめるバーチャルサービ
スを創り上げました。

これまで多くの企画を
実施してきましたが、大きな反響が
あったのは、7月に開催した「超激ム
ズ謎解きラリー」でした。メタバー
スを使った“謎解き”は他にあまり例
がなく、面白いと話題になり、「次回
も期待しています」という声も多数
いただきました。メタバースはアバ
ターを使うとはいえ、現実に近いコ
ミュニケーションがとれることが魅
力です。そういう意味では視聴者と
の距離感が近いテレ東の番組コンテ
ンツとの相性は良いと感じています。
放送局としての資産も活かしながら、
今後も知恵を絞り、テレ東ならでは
のメタバース空間を実現させたいと
考えています。（太田）
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権利関係により動画掲載は終了しました

最先端テクノロジーがもたらすテレ東イノベーションTech&DXTech&DX

AI顔認証
AI顔認証技術を用い、画面に映った人物の名
前を瞬時に表示

会場内解説音声サービス
「カーニバル・オン・アイス　2022」
会場内で実況・解説をスマホで聴ける新機軸
の音声サービスを実施

「世界卓球2022」×池袋ミラーワールド　❺
テレ東のメタバース空間“池袋ミラーワールド”で“世界卓球
2022”を応援しました！©赤塚不二夫／おそ松さん製作委員会

空手女子形 清水希容選手　演武×ＸＲ　❹
「民間放送70周年記念全国大会」
式典オープニング演出

テレビ東京では、テックラボ発足以前から
テクノロジーを駆使したエンターテインメン
ト表現を追求してきました。2021年11月に
開催された「民間放送70周年記念全国大
会」では、空手女子形の清水希容選手が、
CGによる仮想世界と会場の現実世界が
融合した空間で演武するというXR演出が、
高い評価を集めました。美しい自然や日本
武道館など次 と々出現する仮想空間で演
武する清水選手に、会場でもオンライン配
信でも驚嘆の声が上がりました。

「講談のおそ松さん」
10月に池袋Hall Mixaで開催された「講談のおそ松さ
ん」にテレビ東京が出資しました。目の前のリアル舞台
上に6つ子たちが登壇し講談を披露しました。特殊なス
クリーンを使用することによる立体感で生まれる臨場感
は、まるで目の前で講談が繰り広げられているライブの
ような感覚。披露する演目は、お客様のスマートフォン
を使っての選択で決まるというインタラクティブな体験も。
スマートフォンを使ってその場で演者を応援できる「投げ
笑い」も注目の機能。新たなライブ体験が実現しました。

Works by Tech L ab Works by Tech L ab

CLICK

丸山真平
テレビ東京ホールディングス
テックラボ
テレビ東京
制作技術センター兼報道局

西村光平
テレビ東京ホールディングス
テックラボ
テレビ東京
放送技術センター
兼技術推進部

齋藤真智子
スポーツ局
スポーツ制作センター

（2022年10月17日より
営業局営業推進部）

太田佳彦
ビジネス開発局
コミュニティ事業部

池袋ミラーワールド
×

世界卓球2022
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https://youtu.be/6719OtvGqT0


● テレ東Tech＆DXを知るためのキーワード

目指すのは業務プロセスの半減

うところですが、完成した際にはよ
り便利で使いやすいシステムになる
ことを期待しています。

守りと攻めのDXで 
最強のコンテンツ制作に寄与

一言にDXと言っても分野ごとに
攻めと守りに区分けされます。守り
のDXは、業務の効率化・省力化、ワー
クフローの改革・再設計などで、ま
ずここをしっかり固めるシステム設
計を行っています。そして次が攻め
のDXで、既存サービスの高度化や提
供価値向上、顧客接点の抜本的改革、
ビジネスモデルの変革などがそれに
あたりますが、データの利活用を促
進できる仕組みづくりのほか、これ
まで実現困難だったサービスを提供
できる基盤づくりなどにも取り組ん
でいます。

例えば、今回のプロジェクトが完
遂すると、部門ごとに管理していた
種々のデータが一元管理され、全社
で使えるようになります。データ解
析が柔軟に、より正確に行えるよう

になることで、経営指標がつかみや
すくなり、新たなビジネスモデルを
構築していくうえで経営判断の指針
も得られます。

守りの部分を効率化して、ヒト、カ
ネのリソースを攻めの分野に振り分

けることで最強のコンテンツ制作に
寄与し、最終的には社の収益力の向
上につなげられることを目指して推
進してまいりますので、株主の皆様
にもぜひご期待いただけたらと思い
ます。

コンテンツをマルチユース 
新システム「ナナ番地。」とは？

現在進行中のDXプロジェクトの構想
につながるシステムとして、テレビ東京・
BSテレビ東京のコンテンツを一元的に管
理する新コンテンツ管理システム「ナナ
番地。」を今年9月に稼働させました。

このシステムでは、放送コンテンツだ
けでなく配信コンテンツなどについても
共通でデータ管理することができる固有
ID（以下、コンテンツID）の発行を可能に
します。コンテンツIDは「ナナ番地。」内
で活用が始まったところですが、今後、シ
ステム間連携により社内の各システムで
コンテンツIDをデータ連携させることに
より情報を横断的に活用することが可能
となります。

例えば現状では、
あるコンテンツの収
支が知りたいと思っ
たときは放送、配信などを管理する各部
署に行ってエクセルの資料をもらい、突
き合わせをする必要があります。コンテ
ンツIDを連携させてデータを一括して見
られるようにすることは、業務を効率化
させるだけでなくデータ
解析をたやすくし、次の
戦略を立てる経営判断に
寄与するものになります。

システムはリリースし
たら終わりではありませ
ん。今後もDXプロジェク
トと連携させるべく、その
ときどきでベストな形に
発展させていく方針です。 

「全コンテンツ、全配信」時代に突入
したテレビ東京で、デジタル・トラン
スフォーメーションを推進するDXプ
ロジェクト。その具体的な取り組みと
進捗状況について、事務局長を務め
る石田秀徳に聞きました。

全配信時代に対応するため 
基幹システムの刷新に着手

中期経営計画にも記載の通り、テ
レビ東京は基幹システムを刷新し、
DX（デジタル・トランスフォーメー
ション）を推進することに決めました。

現在のシステムは堅牢で安定して
運用できている反面、新たな機能の
追加、他システムとの接続などに柔
軟に対応できず、リモートワークや
各種法令遵守など、時代に対応でき
なくなったことが浮き彫りになって

きました。 

そこで、全配信時代の戦略的な取
り組みに柔軟かつ迅速に対応する
ためにも、より効率化したシステム
基盤の整備が必須とのことで、思い
切って刷新すべきとの判断に至り、
2021年6月にグループ全社一丸と
なった「テレ東DXプロジェクト」を
立ち上げました。

今回刷新するシステムは、会計を
中心とした業務システムと営放（営
業と放送）システムの2つがあり、当
プロジェクトではシステムごとに分
科会を設置して進めています。
　システム構築の際は、得てしてシ
ステムサイドがリードして行われる
ことが多いのですが、このプロジェ

クトでは業務システムは経理局に、
営放システムは編成局にリーダー
シップをとってもらいました。実際
にシステムを操作する人たちが理想
とするワークフローはどういったも
のかをゼロベースで考えたうえでシ
ステム設計を行う体制をとることで、
現場の負荷は増えて大変ですが、実
際に操作している人たちの生の声を
反映できますし、何よりできあがっ
たときに自分たちが設計したシステ
ムというプライドと責任が生まれる
ものと考えています。

2024年8月に業務システム、次
いで2025年9月に営放システムが
運用開始するまで4年半の長期プロ
ジェクトで、まだまだこれからとい

●AI
アーティフィシャル・インテ
リジェンス＝人工知能のこと。
AIを活用した顔認証技術は、
顔のパーツの位置や領域など
で照合を行う仕組み。
●XR
クロスリアリティ。仮想世界
と現実世界を融合させる技術

の総称で、VR（仮想現実）、
AR（拡張現実）、MR（複合現
実）などを含む。
●NFT
非代替性トークン。偽造や複
製が難しいブロックチェーン
技術によって、唯一無二の証
明が付いたデジタルデータ。
デジタルアートやゲームアイ

テムの販売などで使われるこ
とが多いが、テックラボでは、
販売・資産としてだけではな
く、イベントの参加証や動画
コンテンツへの応用、新たな
ビジネスに向けた活用を検討
している。
●DX
企業がデジタル技術を活用し

て、業務プロセスを改善する
ことに加え、新たな付加価値
を生み出せるようにビジネス
モデルや組織も改革すること。
●ブロックチェーン
ネットワーク上にある端末同
士を直接接続して、取引記録
を暗号技術を用いて分散的に
処理・記録するデータベース

の一種。仮想通貨に用いられ
ている基盤技術。
●メタバース
オンライン上に構築された3
次元の仮想空間で、利用者は
自身の分身となるアバターを
動かして、遊びや商品の購入
など、現実に近い社会生活を
送れる。

自部署内だけでなく、
他部署を含め、同一情
報の二重入力をしない

後工程に必要なイン
プットを楽に正確に入
力できるようになること
で、不備／内容確認の
手間がなくなる

スマホなどのマルチデ
バイスを最大限活用。
場所にこだわらない働
き方改革

効率悪化／顧客影響
／ガバナンスの問題が
あるものを除き、デジ
タル化を推進

最先端テクノロジーがもたらすテレ東イノベーションTech&DXTech&DX

デジタル化推進でデータを一元化！
新たな商機につなげる

DXプロジェクト
PART 2

石田秀徳
IT推進局長

須方健太
IT推進局
デジタル改革センター

テレ東のDX

正しい
データ入力

同じことを
2度入力しない

紙／メールでの
やりとりをなくす

会社に来なくても
業務遂行できる

DXプロジェクトコンセプト
全社員が意識すべきコンセプト設定
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IT推進局長
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